Academic Writing Workshop Report by 廣田, 麻子














































































































































































































































































































































































































































































































年代記 (史実､自伝､工程) 時系列､出来事 .段階の順
詳細説明 事物の位置 .大きさ.形の個
分類 アイディアをグループ分けし論理的に説明
類似 .対照 ブロック構成､逐一構成
D.相互編集 (peerediting)
書いたものを他人に読んでもらうのは､作文上達のた
めに有効な方法である｡お互いに読み合い､直し合うこ
とを相互編集という｡話し合ってもよいし､別の紙にコ
メントを書いてもよいし､著者の紙に直接書き込んでも
よい｡相互編集を通じて､さらに詳細や説明を加えたり､
論理的に構成し直したり､不適切な情報を省いたり､わ
かりにくい部分を削除したりする｡相互編集のもう1つ
の効果として､他人の文章を読むことで自分の知らなか
った書き方を学ぶことができるということがある｡
具体的な相互編集の方法としては､まず､相手の作文
を何度か読み返す｡最初読むときは始めから終わりまで
ざっと日を通し､何について書かれた文章かをつかむ｡
2度目はゆっくりと読み､主題文と結論文を探す｡この
とき､理解しづらい部分や不必要な情報がないか､また
情報が足りなくないかメモを取りながら考える｡同時に､
強い論点や興味深い点も著者に伝える｡著者に質問する
のもよい｡コメントしたい部分には､丸で囲ったり､ア
ンダーラインを引いたりする｡
相互編集の段階では､文法の誤りや､スペルミスを探
すことはしない｡内容と作文の構成に注意を集中するの
である｡
Ⅳ.まとめ
本研究会では､英語のアカデミックペーパーを書くに
ー 73-
当たってのスタイルについて研究してきた｡論理の展開
が最も重要であること､アイディアを論理的に並べるこ
とにより読者を流れるように導くためのレトリックがあ
ること､主題によってそのレトリックは違ってくるが､
それでも一貫したルールがあることを学んできた｡この
ようなスタイルに従って書くことで､読者を惑わせたり
誤解させたりすることなく､流れるように滑らかに読ま
せながら､筆者の強い主張を伝達することが可能となる｡
以上は､言葉で述べるのは簡単なようでも実際に書い
てみるとなかなかうまくいかない｡本報告はあくまで研
究内容の骨子に過ぎず､実際の研究会では参加者による
作文 ･相互編集を通して､試行錯誤 ･悪戦苦闘を繰り返
してきたことを申し添えておく｡
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